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一
貫
一
吾
妻
重
二
著

『
朱
子
学
の
新
研
究
』

(
そ
の
二
)

牛

尾

弘

孝

今
回
は
吾
妻
重
二
氏
の
『
朱
子
学
の
新
研
究
』
第
二
部
「
朱
子
学
の
思
想
」
の
第
一
篇
と
第
二
篇
を
取
り
あ
げ
る
。
本
書
の
目
次
に
つ

い
て
は
、
前
回
の
書
評
(
そ
の
一
)
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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第
二
部
朱
子
学
の
思
想

第
一
篇
朱
子
学
の
基
本
概
念

第
一
章
道
学
の
聖
人
概
念
ー
ー
そ
の
歴
史
的
位
相
(
一
五

O
頁
一
九
七
頁
)

宋
学
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
楠
本
正
継
氏
に
、
「
宋
学
は
哲
学
・
宗
教
等
の
問
題
の
範
囲
で
は
老
荘
及
び
仏
教
思
想
の
内
に
住

ん
だ
宋
人
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
反
省
で
あ
り
、
自
覚
で
あ
り
、
復
帰
の
動
き
で
あ
る
」
(
『
宋
明
時
代
儒
学
思
想
の
研
究
』
第
一
章
・
新
儒

学
の
発
生
、
八
頁
)
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
そ
れ
も
単
な
る
復
帰
で
は
な
く
、
「
然
し
宋
学
は
最
早
先
秦
儒
学
そ
の
ま
ま
で
は
あ
り
得
な

か
っ
た
。
漢
唐
訓
話
学
の
欠
陥
と
な
っ
て
ゐ
た
思
想
の
空
白
を
補
ひ
、
老
荘
・
仏
教
を
揚
棄
し
て
孔
・
孟
の
精
神
を
再
生
す
る
新
儒
学
で



な
け
れ
ば
意
味
が
な
か
っ
た
」
(
同
上
、
一

O
頁
)
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

吾
妻
氏
は
、
「
一
道
学
に
お
け
る
聖
人
可
学
論
」
、
「
二
玄
学
と
道
学
ー
ー
聖
人
観
と
顔
回
像
」
、
「
三
聖
人
可
学
の
歴
史
的
考
察
」
、

「
囲
気
質
変
化
論
と
玄
学
」
と
い
う
項
目
を
た
て
、
「
聖
人
可
学
論
(
人
間
誰
し
も
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
聖
人
に
な
り
う
る
と
い
う
考
え

こ
う
か
ん

方
)
」
(
本
書
、
一
五

O
頁
)
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
道
学
の
特
徴
を
論
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
梁
の
皇
侃
の
『
論
語
義
疏
』
を

引
用
し
、
「
皇
疏
玄
学
の
気
裏
変
化
論
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
聖
人
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
君
子
レ
ベ
ル
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
(
本
書
、

「
囲
気
質
変
化
論
と
玄
学
」
一
八
五
頁
)
と
し
て
、
そ
の
限
界
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
「
皇
疏
玄
学
の
気
裏
変
化
論
が
道
学
の
気
質
変
化
論

の
祖
型
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
」
(
本
書
、
「
小
結
」
一
八
七
頁
)
と
い
う
結
論
は
、
古
注
を
見
直
す
機
会

を
あ
た
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
章
理
の
思
想
|
|
朱
子
学
と
親
晋
玄
学
(
一
九
八
頁
二
一
八
頁
)

王
弼
や
郭
象
な
ど
親
晋
玄
学
者
が
使
用
し
て
い
る
理
の
内
容
は
、
「
玄
学
に
お
け
る
理
は
宿
命
論
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
理
は
も
っ
ぱ

ら
〈
さ
だ
め
〉
に
よ
る
先
験
的
必
然
を
意
味
し
て
い
た
」
(
本
書
、
「
小
結
」
二
二
二
頁
)
と
あ
り
、
朱
喜
の
そ
れ
は
、
「
理
は
事
物
の
存

在
論
的
根
拠
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
聞
の
当
為
的
な
規
範
で
も
あ
っ
て
、
人
は
理
に
お
い
で
あ
る
べ
き
規
範
を
見
出
し
、
諸
価
値
を
実
現

す
べ
く
努
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
」
(
同
上
、
二
一
四
頁
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
王
弼
や
郭
象
は
「
さ
だ
め
」
を
説
き
、
朱
嘉
は

「
こ
と
わ
り
」
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
著
者
の
比
較
・
分
析
は
き
わ
め
て
妥
当
で
あ
る
。

第
三
章
朱
嘉
の
鬼
神
論
と
気
の
論
理

中
国
の
宗
教
思
想
に
か
か
わ
る
「
鬼
神
」
と
い
う
語
は
、
死
者
の
霊
魂
や
天
地
山
川
な
ど
の
自
然
神
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
朱
喜
…

が
そ
れ
を
気
の
屈
伸
往
来
で
説
明
し
よ
う
と
つ
と
め
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
説
明
の
た
め
の
論
理
を
北
宋
の
張
載
お
よ
び

程
願
か
ら
承
け
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
著
者
は
そ
の
こ
と
を
再
確
認
し
た
上
で
、
「
従
来
あ
ま
り
注
意
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
」
(
本
書
、
二
三

O
頁
)
と
し
て
、
朱
嘉
の
「
気
が
散
じ
っ
く
し
た
あ
と
、
気
が
新
た
に
生
じ
る
と
い
う
説
明
」
(
同
上
)
を
紹
介
し
、
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あ
わ
せ
て
現
代
の
中
国
思
想
研
究
者
た
ち
が
、
十
二
世
紀
後
半
を
生
き
た
朱
裏
(
一
二
二

O

一二

O
O
)

把
に
関
す
る
気
の
論
理
の
矛
盾
、
い
わ
ゆ
る
「
破
綻
説
」
に
つ
い
て
再
考
を
求
め
て
い
る
。

著
者
が
朱
嘉
の
鬼
神
論
の
論
理
を
再
確
認
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
は
首
肯
で
き
る
が
、
二
つ
の
点
で
評
者
の
意
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

つ
は
、
先
き
に
あ
げ
た
「
従
来
あ
ま
り
注
意
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
(
本
書
、
二
三

O
頁
)
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
気
の
新

生
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
市
川
安
司
氏
が
、
『
朱
子
哲
学
論
考
』
の
「
物
の
生
滅
に
関
す
る
張
横
、
渠
・
程
伊
川
二
氏

の
意
見
」
に
お
い
て
、
「
こ
の
新
し
い
気
の
生
ま
れ
る
源
を
、
伊
川
は
真
元
と
名
づ
け
た
」
(
二
四
八
頁
)
と
述
べ
、
人
の
呼
吸
に
つ
い
て
、

呼
気
(
吐
く
息
)
と
吸
気
(
吸
う
息
)
の
関
係
を
朱
嘉
が
「
前
者
は
、
古
い
気
が
出
て
い
っ
て
も
新
し
い
気
が
生
ま
れ
て
く
る
か
ら
で
あ

り
、
後
者
は
、
生
ま
れ
た
気
が
逃
げ
て
い
く
た
め
だ
と
言
う
」
と
し
て
、
程
顧
の
「
気
の
新
生
」
(
生
生
の
思
想
)
の
論
理
を
朱
嘉
が
う

け
つ
い
で
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
(
二
四
九
頁
)

0

つ
い
で
土
田
健
次
郎
氏
は
、
『
道
学
の
形
成
』
に
お
い
て
、
「
後
に
朱
嘉
は
張
載
の
気
論
を
軸
に
し
つ
つ
程
願
の
説
も
取
り
込
ん
で
生
死

の
現
象
を
説
明
し
た
。
(
中
略
)
つ
ま
り
程
願
の
言
う
よ
う
に
一
度
伸
び
き
っ
た
気
は
二
度
と
も
ど
っ
て
は
こ
な
い
が
、
続
々
と
新
た
な

気
が
登
場
す
る
の
で
あ
っ
て
、
気
の
消
長
全
体
の
稜
線
を
捉
え
る
と
、
張
載
の
論
の
よ
う
に
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
質
料
の
組
量
は
永
遠
に

一
定
に
保
た
れ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
」
(
「
第
五
章
道
学
と
仏
教
・
道
教
」
第
三
節
死
の
問
題
か
ら
見
た
道
学
の
仏
教
批
判
一

道
学
の
死
生
観
、
三

O
四
頁
)
と
述
べ
、
張
載
の
「
気
の
循
環
(
屈
伸
往
来
)
」
と
程
願
の
「
気
の
新
生
」
の
論
理
を
朱
喜
が
取
り
い
れ

て
呼
吸
や
生
死
の
問
題
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

な
お
こ
の
土
田
論
文
と
相
前
後
し
て
、
三
浦
園
雄
氏
も
簡
潔
で
あ
る
が
、
『
朱
子
と
気
と
身
体
』
に
お
い
て
、
程
願
の
「
気
の
生
生
」

の
論
理
を
朱
嘉
が
う
け
つ
い
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
(
「
第
一
部
気
の
思
想
と
し
て
の
朱
子
学
」
第
三
章
鬼
神
論
五

祭
租
論
、
一

O
三
・
一

O
四
頁
)
。

さ
ら
に
市
来
津
由
彦
氏
は
、
土
田
論
文
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
『
朱
嘉
門
人
集
団
形
成
の
研
究
』
に
お
い
て
、
朱
嘉
が

「
程
願
の
気
説
に
基
づ
き
つ
つ
、
た
ゆ
ま
ず
気
が
生
生
し
、
こ
の
滅
小
分
が
捕
わ
れ
て
い
る
と
し
て
、
総
量
と
し
て
天
地
聞
の
気
に
増
減

は
な
い
と
い
う
張
載
の
気
の
宇
宙
論
と
程
願
の
気
説
と
の
調
停
を
は
か
る
」
(
第
二
篇
朱
嘉
門
人
・
交
遊
者
の
朱
嘉
思
想
理
解
」
第
三

に
投
げ
か
け
る
、

祖
先
の
祭
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玉
、
六
十
代
の
門
人
、
交
遊
者
達
第
四
節
朱
裏
祭
租
感
格
説
に
お
け
る
「
理
」
朱
門
に
お
け
る
朱
烹
思
想
理
解
の
一
様
態

「
気
」
に
よ
る
祭
把
感
格
説
「
破
綻
」
論
の
再
検
討
、
四
五
八
頁
)
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

著
者
は
程
願
・
朱
嘉
の
「
気
の
新
生
(
生
生
)
」
に
つ
い
て
、
「
こ
の
点
は
従
来
あ
ま
り
注
意
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
(
『
朱

子
学
の
新
研
究
』
二
三

O
頁
)
」
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
て
す
で
に
市
川
、
土
田
、
三
浦
、
市
来
な
ど
の
四
氏
が
論

じ
て
お
ら
れ
る
。
程
願
の
「
気
の
生
生
」
説
は
、
「
真
元
の
気
」
が
根
拠
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
著
者
は
な
に
も
言
及
し
て

お
ら
れ
な
い
。
こ
の
程
願
の
「
真
元
の
気
」
に
つ
い
て
は
、
友
枝
龍
太
郎
氏
が
、
『
朱
子
の
思
想
形
成
』
(
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
、
昭
和

叫
年
。
改
訂
版
は
同
社
、
一
九
七
五
年
)
に
お
い
て
、
「
真
元
の
気
は
生
き
ど
お
し
の
い
の
ち
(
生
命
体
の
根
源
)
」
(
「
第
二
章
存
在
の

問
題
」
第
三
節
鬼
神
説
三
中
庸
章
句
・
或
聞
に
見
え
る
鬼
神
説
、
二
六
回
頁
)
と
説
明
し
て
お
ら
れ
る
。
山
田
慶
児
氏
と
土
田
健
次

郎
氏
は
、
道
教
思
想
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
て
お
ら
れ
る
が
、
く
わ
し
い
説
明
が
な
い
た
め
、
や
は
り
検
証
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

章

き
し
ん

つ
の
問
題
点
で
あ
る
「
破
綻
説
」
に
つ
い
て
も
意
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
鬼
神
」
と
い
う
語
は
、

本
来
死
者
の
霊
魂
や
天
地
山
川
な
ど
の
自
然
神
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
祖
先
崇
拝
や
自
然
崇
拝
の
慣
習
が
存
在
す
る
。
儒

教
は
と
り
わ
け
子
が
親
の
葬
祭
(
葬
式
と
祭
礼
)
、
子
孫
が
祖
先
の
祭
礼
(
霊
祭
)
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
を
「
孝
」
と
し
て
重
視
す
る
。

か
み
が
み

祖
先
の
鬼
神
を
祭
る
と
き
に
、
そ
の
具
体
的
な
作
法
(
儀
礼
)
や
実
直
な
心
が
ま
え
(
誠
敬
)
を
説
く
の
は
、
宗
教
者
の
行
為
で
あ
ろ
う
。

宋
代
を
代
表
す
る
思
想
家
で
あ
り
実
務
官
僚
で
あ
っ
た
朱
喜
は
、
「
明
ら
か
に
気
に
よ
っ
て
鬼
神
の
説
明
を
押
し
通
し
た
い
と
い
う
強
い

意
欲
を
持
っ
て
い
た
」
(
土
田
健
次
郎
氏
「
鬼
神
と
『
か
み
』
儒
家
神
道
初
探
」
四
八
頁
、
『
斯
文
』
第
一

O
四
号
、
一
九
九
六
年
、

こ
と
わ
り

平
成
八
年
)
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
朱
嘉
が
援
用
し
た
の
は
、
張
載
に
よ
る
気
の
「
往
来
屈
伸
の
理
」
(
循
環
論
)
と
程
願
に
よ
る

気
の
「
自
然
生
生
の
理
」
(
生
生
論
)
で
あ
っ
た
。
張
載
の
気
論
は
、
同
一
の
気
(
太
虚
)
が
は
て
し
な
く
往
来
屈
伸
(
往
・
屈
・
鬼
U

し

ん

し

ん

つ

ぎ

つ

ぎ

陰
、
来
・
伸
・
神
山
山
陽
)
す
る
循
環
論
で
あ
る
。
一
方
、
程
願
の
気
論
は
、
真
元
の
気
か
ら
不
息
不
断
に
新
し
い
気
が
生
起
し
て
は
消
散

し
て
い
く
(
そ
れ
が
程
願
に
と
っ
て
は
屈
伸
往
来
の
理
と
意
識
さ
れ
て
い
る
)
生
生
論
で
あ
る
。
基
本
的
に
朱
嘉
は
程
願
の
生
生
論
に
従
う

か
ら
、
「
朱
喜
に
お
い
て
気
は
不
可
逆
な
お
の
ず
か
ら
の
経
年
変
化
を
行
な
い
消
失
し
て
し
ま
う
も
の
と
観
念
さ
れ
て
い
た
」
と
い
え
る
。

も
う
一
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か
み
が
み

そ
う
な
れ
ば
祖
先
の
鬼
神
(
死
者
の
古
い
気
)
を
祭
る
と
き
に
当
然
起
こ
っ
て
く
る
問
題
が
あ
る
。
張
載
に
よ
る
気
の
「
往
来
屈
伸
の

理
」
に
従
え
ば
、
仏
教
の
輪
廻
転
生
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
一
方
、
程
願
に
よ
る
気
の
「
自
然
生
生
の
理
」
に
従
え
ば
、
祖

父
や
父
な
ど
の
祖
考
の
鬼
神
は
ま
だ
そ
の
気
が
す
ぐ
に
は
散
じ
て
し
ま
わ
な
い
か
ら
よ
い
が
、
遠
い
祖
先
の
鬼
神
は
そ
の
気
が
古
く
な
っ

て
消
滅
し
て
し
ま
う
か
ら
、
た
と
え
祭
っ
て
も
来
格
(
降
臨
)
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
前
者
の
循
環
論
(
気
の
全
体
量
は
二
疋

と
い
う
前
提
に
も
と
づ
く
)
と
後
者
の
生
生
論
(
気
は
新
生
す
る
が
再
生
し
な
い
と
い
う
前
提
に
も
と
づ
く
)
が
矛
盾
す
る
と
い
う
見
解

に
立
て
ば
、
三
浦
園
雄
氏
が
、
「
朱
子
の
鬼
神
論
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
儒
教
の
祭
租
論
と
し
て
は
理
論
的
に
破
綻
し
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
」
(
『
朱
子
と
気
と
身
体
』
七
七
頁
。
「
後
述
す
る
よ
う
に
」
と
あ
る
の
は
、
一

O
五
・
一
一
八
頁
を
参
照
)
と
明
言
し
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
「
破
綻
説
」
が
成
り
立
つ
。
す
で
に
後
藤
俊
瑞
氏
に
、
「
若
し
才
か
に
散
、
す
れ
ば
即
ち
空
無
と
な
り
了
る
と

す
れ
ば
、
後
々
祭
把
に
当
っ
て
祖
宗
の
気
の
来
格
す
る
こ
と
は
解
釈
が
つ
か
ぬ
」
(
『
朱
子
の
実
践
哲
学
』
目
黒
書
居
、
一
九
三
七
年
、
昭

和
ロ
年
、
二
六
七
頁
)
、
島
田
度
次
氏
に
、
「
こ
の
鬼
神
問
題
は
朱
子
学
の
理
論
に
大
き
な
矛
盾
を
持
ち
こ
ん
だ
難
問
で
あ
っ
て
、
朱
子
は

つ
い
に
そ
れ
に
明
確
な
解
決
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
(
丈
庫
版
『
大
学
・
中
庸
下
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
、
八
九

頁
。
新
訂
版
は
一
九
六
七
年
、
昭
和
但
年
)
、
山
田
慶
児
氏
に
、
「
要
す
る
に
、
朱
子
は
祖
先
の
祭
把
を
気
の
理
論
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
」
(
『
朱
子
の
自
然
学
』
岩
波
書
居
、
一
九
七
八
年
、
昭
和
田
年
、
四
三
二
頁
)
と
あ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も

朱
嘉
の
苦
心
の
跡
は
認
め
る
も
の
の
、
や
は
り
破
綻
説
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
破
綻
説
に
疑
問
を
呈
す
る
研
究
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
友
枝
龍
太
郎
、
柴
田
篤
、
木
下
鉄
矢
、
市
来

津
由
彦
、
吾
妻
重
二
な
ど
の
諸
氏
が
そ
う
で
あ
り
、
そ
の
論
述
の
仕
方
に
違
い
が
あ
る
の
は
検
討
に
値
す
る
。

友
枝
龍
太
郎
氏
『
改
訂
版
朱
子
の
思
想
形
成
』
(
春
秋
社
、
一
九
七
九
年
。
初
版
は
一
九
六
九
年
、
昭
和
叫
年
)

友
枝
氏
は
朱
嘉
の
祭
把
感
格
説
に
つ
い
て
、
「
主
知
的
に
思
索
に
よ
っ
て
理
で
詰
め
て
行
く
立
場
と
、
主
体
的
に
体
験
に
よ
っ
て
悟
得

し
て
行
く
立
場
」
(
本
書
「
第
二
章
存
在
の
問
題
」
第
三
節
鬼
神
説
四
祭
把
感
格
と
理
気
説
、
二
七
二
頁
)
の
二
つ
に
分
け

て
説
明
し
て
お
ら
れ
る
。
主
知
的
に
思
索
し
て
い
く
と
き
の
根
拠
に
、
「
伊
川
の
真
元
の
気
」
(
同
書
、
二
六
八
頁
)
を
あ
げ
、
主
体
的
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に
経
験
的
に
悟
得
し
て
い
く
の
は
、
「
そ
れ
自
体
明
ら
か
に
一
つ
の
宗
教
的
経
験
」
(
同
書
、
二
七
一
頁
)
で
あ
る
と
分
析
し
て
お
ら
れ

る
。
た
し
か
に
友
枝
氏
は
、
「
こ
の
鬼
神
説
は
、
果
た
し
て
祭
租
の
感
格
と
い
う
宗
教
的
経
験
の
神
秘
性
を
完
全
に
破
し
得
る
も
の
で

あ
っ
た
ろ
う
か
。
ま
た
当
時
の
『
怪
』
を
完
全
に
破
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
や
は
り
十
中
二

分
ほ
ど
、
神
秘
性
と
『
怪
』
の
残
留
を
認
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
(
本
書
「
六
結
語
」
二
八
三
頁
)
と
あ
り
、
「
残
留
」
と
い
う
表
現

が
使
わ
れ
て
は
い
て
も
、
友
枝
氏
の
行
文
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
破
綻
説
」
は
出
て
こ
な
い
。
市
来
津
由
彦
氏
は
、
「
祈
り
と
い
う
行

為
」
(
『
朱
嘉
門
人
集
団
形
成
の
研
究
』
四
七
四
頁
)
こ
の
友
枝
氏
の
「
残
留
説
」
は
解
消
す
る
と
見
て
お
ら
れ
る
。

の
中
で
、

「
陰
陽
の
霊
と
し
て
の
鬼
神
|
朱
子
鬼
神
魂
暁
論
へ
の
序
章
」

(
九
州
大
学
文
学
部
『
哲
学
年
報
』
第
叩
輯
、

一
九
九
一
年
、

柴
田
篤
氏

平
成
3
年
)

柴
田
氏
は
、
「
陰
陽
の
霊
と
い
う
表
現
、
す
な
わ
ち
理
気
の
妙
合
と
し
て
の
鬼
神
魂
暁
と
い
う
考
え
方
に
注
目
し
て
見
て
い
く
な
ら
ば
、

少
な
く
と
も
朱
子
自
身
の
思
想
体
系
に
お
い
て
は
、
論
理
的
矛
盾
や
破
粧
を
招
来
す
る
と
い
う
言
い
方
だ
け
で
は
片
付
か
な
い
も
の
が

あ
っ
た
と
言
え
る
」
(
本
論
文
、
八
七
頁
)
と
結
論
守
つ
け
て
、
朱
嘉
の
鬼
神
論
を
存
在
論
・
人
間
論
・
工
夫
論
か
ら
切
り
は
な
さ
ず
に
、

朱
嘉
の
思
想
全
体
の
な
か
で
と
ら
え
な
お
す
こ
と
を
提
案
さ
れ
る
。
こ
の
論
文
で
は
「
霊
」
と
い
う
語
に
注
目
し
、
「
霊
と
は
万
物
の

生
成
要
素
で
あ
る
気
に
、
存
在
原
理
た
る
天
理
が
内
在
す
る
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
を
表
し
た
言
葉
だ
と
言
え
よ
う
」
(
本
論
文
、
八

一
頁
)
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
人
間
論
の
基
体
と
な
る
「
心
」
に
も
い
え
る
こ
と
で
、
「
心
は
そ
れ
自
体
に
理
を
保

有
す
る
が
故
に
、
言
い
換
え
れ
ば
理
と
合
一
す
る
が
故
に
、
事
物
の
理
を
知
覚
認
識
す
る
働
き
を
持
つ
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
心
の
虚

霊
・
人
心
の
霊
・
気
の
霊
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
」
(
本
論
文
、
八
二
頁
)
」
と
さ
れ
る
。
同
様
に
、
「
鬼
神
魂
暁
は
本
来
理
気
妙
合

と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
来
格
感
格
は
、
正
に
そ
の
理
気
妙
合
と
い
う
魂
暁
の
霊
妙
性
が
現
わ
れ
た
も
の
と
見
る

こ
と
が
で
き
よ
う
」
(
本
論
文
、
八
四
頁
)
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
そ
の
鬼
神
魂
暁
の
霊
妙
性
の
現
わ
れ
で
あ
る
来
格
(
降
臨
)
を

可
能
な
ら
し
め
る
の
が
、
朱
嘉
が
し
ば
し
ば
口
に
す
る
「
誠
敬
を
尽
く
す
」
と
い
う
主
体
の
あ
り
方
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
朱
子
の
功
夫

論
で
言
え
ば
、
居
敬
の
範
時
に
属
す
る
も
の
と
言
え
る
」
(
本
論
文
、
八
三
頁
)
と
す
る
の
は
、
適
切
な
見
解
で
あ
る
。
鬼
神
魂
暁
を
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気
で
説
明
し
た
り
理
で
説
明
し
た
り
と
分
け
る
こ
と
な
く
、
理
気
の
統
合
体
(
妙
合
)
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
り
、
朱
喜
…
の
祭
租

論
は
矛
盾
も
破
綻
も
な
く
完
結
し
て
い
る
と
柴
田
氏
は
見
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
柴
田
氏
の
独
自
の
考
え
で
は
な
く
、
朱
書
自
身
が
そ

う
考
え
て
い
た
と
柴
田
氏
は
言
い
た
い
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
朱
嘉
か
ら
見
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
破
綻
説
」
を
と
る
研
究
者
の
論
理
が
破

綻
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

木
下
鉄
矢
氏
『
朱
嘉
再
読
朱
子
学
理
解
へ
の
一
序
説
』
(
研
丈
出
版
、

鏡
・
光
及
び
魂
暁
」
『
岡
山
大
学
文
学
部
紀
要
』
問
、
一
九
九
二
年
、
初
出
)

木
下
氏
は
、
『
朱
子
文
集
』
巻
六
一
「
答
林
徳
久
」
第
六
書
の
問
目
第
二

O
条
を
根
拠
に
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
破
綻
説
」
を
否
定
し
て

お
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
傾
聴
に
値
す
る
指
摘
と
同
時
に
疑
問
に
思
わ
れ
る
点
も
あ
る
の
で
、
分
析
検
討
し
て
み
た
い
。
木
下
氏
は
、
朱

嘉
が
林
至
(
字
は
徳
久
)
に
答
え
た
「
意
思
又
別
(
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
の
だ
)
」
(
和
刻
本
『
朱
子
丈
集
』
中
文
出
版
社
、
四
四
四

五
頁
)
と
い
う
強
い
語
調
に
注
目
し
て
、
程
願
に
よ
る
気
の
「
生
生
論
」
と
朱
書
が
考
え
て
い
る
「
喪
祭
論
」
と
は
、
意
味
内
容
が
別

物
、
す
な
わ
ち
「
こ
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
が
明
瞭
に
別
の
、
混
同
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
朱
喜
に
お
い
て
は

端
的
に
分
析
さ
れ
て
い
た
」
(
『
朱
書
再
読
』
、
六
三
頁
)
と
呈
示
さ
れ
る
。
林
至
へ
答
え
た
朱
嘉
の
文
脈
は
た
し
か
に
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
朱
嘉
の
「
喪
祭
論
」
と
い
う
の
は
、
「
喪
祭
の
礼
は
是
れ
、
其
(
父
母
)
の
遺
体
(
形
見
)
の
比
(
わ
が
身
)
に
在
る
に
因
っ
て
、

其
(
父
母
へ
)
の
愛
敬
(
い
と
お
し
み
と
ま
ご
こ
ろ
)
を
致
し
て
以
て
こ
れ
を
存
す
(
亡
き
父
母
を
心
に
と
ど
め
て
忘
れ
な
い
よ
う
に

す
る
)
」
を
指
し
て
お
り
、
「
遺
体
」
と
は
木
下
氏
が
引
用
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
礼
記
』
祭
義
篇
の
曽
子
の
語
と
さ
れ
る
「
身
な

る
者
は
父
母
の
遺
体
な
り
(
身
也
者
父
母
之
遺
体
也
)
」
を
承
け
て
い
る
。

木
下
氏
が
朱
書
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
読
み
と
っ
た
の
は
、
「
喪
祭
に
お
け
る
死
者
の
存
在
と
は
こ
の
現
に
生
き
る
子
孫
の
『
我
が
身
』

に
お
い
て
偲
び
感
謝
す
る
気
持
ち
の
果
て
に
癒
し
難
く
抱
か
れ
る
ま
さ
に
そ
の
生
け
る
人
に
と
っ
て
の
実
在
な
の
で
あ
っ
て
、
所
謂

『
気
』
の
存
在
論
と
い
う
普
遍
的
な
レ
ベ
ル
の
議
論
と
は
最
初
か
ら
す
れ
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
(
同
書
、
六
三
頁
)
と
い
う
結
論
な

の
で
あ
る
。
気
の
存
在
論
と
祭
租
論
を
分
け
て
考
え
れ
ば
、
た
し
か
に
「
破
綻
説
」
は
成
り
た
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
評
者
が
疑
問
に
感

一
九
九
九
年
、
平
成
日
年
。
「
朱
嘉
の
存
在
理
解
に
つ
い
て
山



じ
る
の
は
、
「
子
孫
か
ら
す
る
我
が
か
け
が
え
の
な
い
身
体
を
贈
り
遺
し
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
」
(
同
書
、
六
三
頁
)
」

だ
け
で
、
朱
喜
…
の
喪
祭
論
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
木
下
氏
の
研
究
方
針
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
氏
が
引
用
し
て
お
ら
れ
る
『
礼
記
』
祭
義

篇
は
、
宗
廟
の
祭
租
に
お
い
て
亡
き
父
母
や
祖
先
の
霊
(
す
な
わ
ち
鬼
神
)
が
来
格
(
降
臨
)
し
、
子
孫
が
そ
れ
に
感
応
す
る
こ
と
を

説
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
「
父
母
の
遺
体
」
で
あ
る
わ
が
身
を
丁
重
に
取
り
あ
つ
か
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
三
「
鬼
神
」
(
全
八
九
条
)
の
中
に
は
、
死
者
で
あ
る
鬼
神
に
誠
敬
を
尽
く
し
て
呼
び
ょ
せ
る
こ
と
が
繰
り
か
え
し
説

か
れ
て
い
る
。
木
下
氏
に
は
朱
喜
の
「
鬼
神
感
格
」
説
が
全
く
抜
け
お
ち
て
い
る
。
『
朱
子
文
集
』
巻
六
一
「
答
林
徳
久
」
第
六
書
の

問
目
第
二

O
条
だ
け
か
ら
、
朱
書
の
「
喪
祭
」
論
の
性
格
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
木
下
氏
に
は
、
謙
虚
な
読
み
な
お
し
を
求
め
た
い
。

市
来
津
由
彦
氏
『
朱
嘉
門
人
集
団
形
成
の
研
究
』
(
創
文
社
、

東
洋
学
』
第
七
五
号
、
一
九
九
六
年
、
初
出
)

市
来
氏
は
、
「
気
の
論
だ
け
で
は
祖
先
祭
租
感
格
説
は
破
綻
し
て
し
ま
う
」
(
本
書
、
四
六
三
頁
)
と
指
摘
し
つ
つ
も
、
朱
書
は

主
観
と
し
て
は
破
綻
な
ど
し
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
」
(
同
上
)
と
し
て
、
朱
喜
…
や
門
人
た
ち
の
言
葉
を
く
わ
し
く
検
討
し
て
お

ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
「
鬼
神
現
象
を
気
に
よ
っ
て
説
明
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
結
果
的
に
は
ま
が
り
な
り
に
も
理
の
視
点
を
も

絡
ま
せ
た
理
と
気
の
論
か
ら
祭
把
感
格
に
つ
い
て
の
解
釈
が
朱
嘉
に
よ
っ
て
総
合
的
に
〈
説
〉
と
し
て
後
世
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
」
(
本
書
、
四
七
六
頁
)
と
説
明
さ
れ
、
市
来
氏
は
、
い
わ
ゆ
る
「
破
綻
説
」
に
く
み
し
な
い
立
場
を
取
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
「
理
の
視
点
」
と
は
何
か
と
い
う
と
、
二
つ
あ
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
朱
嘉
が
「
気
と
の
構
造
的
関
わ
り
に
お
い
て
存
在
論

的
視
点
か
ら
理
を
説
く
」
(
本
書
、
四
七
一
頁
)
場
合
で
あ
っ
て
、
人
間
存
在
は
理
気
一
体
で
現
出
し
て
お
り
、
前
述
し
た
柴
田
論
文

の
「
鬼
神
魂
暁
は
本
来
理
気
妙
合
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
来
格
感
格
は
、
正
に
そ
の
理
気
妙
合
と
い
う
魂
暁
の

霊
妙
性
が
現
わ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
い
う
主
旨
と
帰
を
一
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
う
一
つ
は
、
朱
嘉
が
「
当
為

と
し
て
理
を
持
ち
出
す
」
(
本
書
、
四
七
一
頁
)
場
合
で
あ
っ
て
、
道
理
と
し
て
祭
る
べ
き
で
あ
れ
ば
祭
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ

れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
吾
妻
重
二
氏
が
「
祭
租
が
『
理
』
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
祭
る
べ
き
者
が
祭
り
を
と
り
お

二
O
O
二
年
、

平
成
日
年
。

「
朱
嘉
祭
把
感
格
説
に
お
け
る
『
理
』
」
『
集
刊

「
そ
の



こ
な
う
と
い
う
条
件
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
」
(
『
朱
子
学
の
新
研
究
』
(
一
二
二
四
頁
)
と
明
快
に
説
明
し
て
お
ら
れ
る
の
と
帰
を
一
に

す
る
。
し
か
し
、
市
来
氏
が
す
ぐ
れ
て
い
る
の
は
「
祈
り
」
と
い
う
視
点
を
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
い
に
評
価
し
た
い
。

す
な
わ
ち
朱
書
が
「
祭
租
に
お
け
る
祈
り
の
心
の
純
化
と
い
う
こ
と
を
、
『
誠
敬
を
尽
く
す
』
と
い
っ
た
よ
う
な
表
現
に
よ
っ
て
、
し

き
り
に
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」
(
本
書
、
四
七
一
頁
)
と
説
明
し
、
「
祭
租
そ
の
も
の
に
即
し
て
い
え
ば
、
祈
り
に
お
い
て
こ
そ
鬼

神
は
来
格
す
る
の
で
あ
り
、
求
め
ら
れ
る
の
は
祭
る
者
に
こ
の
来
格
が
起
こ
る
こ
と
で
あ
る
。
(
中
略
)
祭
租
に
お
け
る
『
理
』
説
は
、

こ
の
〈
祈
り
〉
に
お
け
る
心
の
純
化
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
朱
喜
及
び
朱
門
の
主
観
の
中
で
は
保
た
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
(
本

書
、
四
七
四
頁
)
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
こ
で
ど
う
し
て
も
聞
い
た
い
こ
と
が
、
一
つ
あ
る
。
市
来
氏
は
「
祈
り
」
の
内

容
を
「
誠
敬
を
尽
く
す
」
こ
と
で
あ
る
と
繰
り
か
え
し
説
明
し
て
お
ら
れ
る
(
本
書
、
四
七
一
頁
四
七
五
頁
)
。
し
か
し
、
「
祈
り

ぱ
つ
じ
よ

(
祈
樟
)
」
と
は
、
神
そ
の
も
の
を
祈
念
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
誠
敬
を
尽
く
す
」
と
は
、
私
利
私
欲
を
払
い
さ
る
誠
除
の
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
朱
喜
思
想
に
お
け
る
「
祈
り
」
を
倫
理
的
、
道
徳
的
実
践
の
範
囲
内
で
と
ら
え
る
か
、
さ
ら
に
は
宗
教
的
、
霊
的
信
仰

に
ま
で
推
し
ひ
ろ
げ
て
と
ら
え
る
か
と
い
う
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
長
き
に
わ
た
っ
て
、
朱
喜
…
の
鬼
神
祭
租
問
題
に
関
す
る
「
破
綻
説
」
と
「
非
破
綻
説
」
の
論
点
を
概
観
し
て
き
た
。
そ
う
し
て

こ
そ
吾
妻
重
二
氏
の
立
場
が
明
確
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
氏
は
「
第
二
部
朱
子
学
の
思
想
第
一
篇
朱
子
学
の
基
本
概
念

第
三
章
朱
喜
の
鬼
神
説
と
気
の
論
理
三
気
の
概
念
と
い
わ
ゆ
る
「
破
綻
説
」
に
つ
い
て
」
(
『
朱
子
学
の
新
研
究
』
二
三
四
頁
二

三
九
頁
)
に
お
い
て
、
「
被
祭
記
者
の
気
が
生
じ
て
来
格
す
る
と
は
実
際
に
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
」
(
一
二
二
四
頁
)
と
い
う
問

題
提
起
を
さ
れ
て
い
る
。
抽
象
的
に
で
は
な
く
具
体
的
に
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
は
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
朱
喜
…
が
祭
租
に
お
け
る
鬼
神
の
存
在
を
信
じ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
」
(
本
書
、

こ
と
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
宗
廟
の
祭
租
に
お
い
て
祖
先
や
亡
き
父
母
の
気
(
鬼
神
・
魂
暁
)
が
来
格
(
来
た
り
格
る
)

以
下
の
よ
う
に
三
つ
考
え
ら
れ
る
。

け
鬼
神
が
我
が
身
も
し
く
は
位
牌
な
ど
に
降
臨
す
る
も
の
を
目
撃
体
験
す
る
。

二
二
八
頁
)

す
る
と
は
、



口
祖
先
や
亡
き
父
母
と
子
孫
や
子
供
は
同
根
の
気
(
鬼
神
・
魂
暁
)
で
つ
な
が
っ
て
い
る
事
実
を
深
く
理
解
し
、
厚
思
を
感
じ
と
る
。

日
具
体
的
に
は
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
父
母
を
時
に
応
じ
て
懐
か
し
く
思
い
お
こ
す
。

か
み
が
か

八
円
の
レ
ベ
ル
は
、
神
理
り
状
態
に
入
っ
た
シ
ヤ
マ
ン
の
宗
教
体
験
の
世
界
で
あ
る
。
叫
の
レ
ベ
ル
は
、
儒
教
の
祭
租
習
俗
の
伝
統
に
も

と
づ
く
倫
理
的
な
実
践
の
世
界
で
あ
る
。
臼
の
レ
ベ
ル
は
、
日
常
意
識
に
さ
さ
え
ら
れ
た
記
憶
の
世
界
で
あ
る
。
朱
嘉
に
と
っ
て
、
「
祭

租
に
お
け
る
祖
先
の
気
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
存
在
論
的
に
は
無
い
が
、
実
存
的
に
は
有
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
」
(
本
書
、
二
三

七
頁
)
と
吾
妻
氏
は
説
明
し
て
お
ら
れ
る
。
「
存
在
論
的
に
無
い
」
と
は
「
祖
先
の
気
は
虚
空
中
に
実
体
的
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
」

(
同
書
、
二
三
八
頁
)
と
い
う
こ
と
で
、
「
実
存
的
に
有
る
」
と
は
、
「
自
己
の
感
情
に
訴
え
か
け
る
も
の
が
確
実
に
有
る
」
(
同
書
、
二
三

七
頁
)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
分
か
り
ゃ
す
く
い
え
ば
、
「
祖
先
は
も
は
や
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
が
、
祖
先
を
思
慕
す
る
子
孫
の
心
に

だ
け
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
は
っ
き
り
生
起
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
見
る
の
が
よ
い
」
(
本
書
、
二
三
六
頁
)
と
呈
示
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
「
子
孫
の
記
憶
に
お
い
て
新
た
に
生
起
す
る
」
(
本
書
、
二
三
八
頁
)
こ
と
で
あ
っ
て
、
朱
嘉
の
鬼
神
祭
租
説
は
何
ら
破

綻
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

著
者
の
以
上
の
説
明
か
ら
す
る
と
、
朱
喜
…
の
鬼
神
来
格
の
問
題
は
、
評
者
が
あ
げ
た
日
の
レ
ベ
ル
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
理
解
し
や
す

い
長
所
は
あ
る
も
の
の
、
疑
問
点
が
二
つ
残
る
。
一
つ
は
、
朱
書
が
繰
り
か
え
し
口
に
し
て
い
る
「
誠
敬
を
尽
く
す
」
と
い
う
言
葉
に
対

す
る
考
察
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
木
下
鉄
矢
氏
も
そ
う
で
あ
っ
て
、
市
来
津
由
彦
氏
は
こ
れ
を
「
祈
り
」
に
結

び
つ
け
て
論
述
し
て
お
ら
れ
、
示
唆
に
富
む
内
容
を
含
ん
で
い
た
。
も
う
一
つ
は
、
「
祭
租
に
お
け
る
祖
先
の
気
の
来
格
と
は
、
結
局
、

祖
先
の
イ
メ
ー
ジ
が
祭
記
者
の
心
の
中
に
生
起
す
る
こ
と
」
(
本
書
、
二
三
五
頁
)
と
い
う
説
明
だ
が
、
消
散
し
た
祖
先
の
「
気
の
新
生
」

と
子
孫
の
「
記
憶
の
再
生
」
が
同
じ
も
の
で
あ
れ
ば
、
祖
先
の
気
は
存
在
論
的
に
も
有
り
、
実
存
的
に
も
有
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
、
と
評
者
は
考
え
る
。
著
者
が
「
検
討
す
べ
き
問
題
は
な
お
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
思
う
」
(
本
書
、
二
三
九
頁
)
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
朱
喜
…
の
鬼
神
論
に
関
し
て
は
ま
だ
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。



第
二
篇
易
学
の
世
界
観
と
そ
の
意
義

第
一
章
朱
嘉
の
象
数
易
学
と
そ
の
意
義
(
二
四
頁
二
八
一
頁
)

著
者
は
朱
嘉
の
『
周
易
本
義
』
所
載
の
九
つ
の
易
図
が
、
朱
嘉
の
自
作
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
「
こ
れ
ら
の
図
は
朱
嘉
の
象
数
易
思

想
を
知
る
う
え
で
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(
本
書
、
二
四
九
頁
)
」
と
し
、
つ
い
で
朱
嘉
の
象
数
易
思
想
を
展
開
さ
せ
た

『
易
学
啓
蒙
』
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る
。
象
数
易
と
は
、
卦
の
象
と
数
を
重
ん
ず
る
神
秘
的
な
(
む
し
ろ
マ
ジ
カ
ル
と
い
っ

て
も
よ
い
)
易
学
で
あ
る
が
、
朱
嘉
は
「
河
図
と
洛
書
の
数
列
の
中
に
何
ら
か
の
規
則
性
を
見
出
し
、
そ
れ
ら
の
多
岐
に
わ
た
る
規
則
を
、

『
易
』
や
洪
範
篇
と
統
合
さ
せ
て
、
よ
り
大
き
な
法
則
に
ま
と
め
上
げ
よ
う
と
す
る
意
図
、
い
わ
ば
法
則
志
向
の
強
さ
」
(
本
書
、
二
五
九

頁
)
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
著
者
が
結
論
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
朱
嘉
の
象
数
易
学
に
見
ら
れ
る
特
徴
は
、
『
理
一
』

で
あ
る
こ
と
の
確
信
と
、
そ
の
理
を
窮
め
る
の
に
客
観
的
な
象
数
を
媒
介
と
す
る
認
識
方
法
で
あ
り
、
ま
た
宇
宙
全
体
の
原
理
に
ま
で
及

ぶ
思
索
の
広
さ
で
あ
っ
た
」
(
本
書
、
二
七
五
頁
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
つ
だ
け
尋
ね
た
い
こ
と
が
あ
る
。
「
朱
嘉
の
易
学
が
象
数
と

義
理
を
合
わ
せ
用
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
実
際
は
、
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
別
個
の
領
域
を
な
し
て
お
り
、
両
者
が
あ
い
ま
っ
て
朱
嘉

の
易
学
思
想
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
」
(
本
書
、
二
七
三
頁
)
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
象
数
と
は
部
亮
・
周
惇
願
に
見
ら
れ
る
『
象
数
』

的
立
場
(
本
書
、
二
七
七
頁
)
、
義
理
と
は
「
程
願
お
よ
び
程
顧
の
『
義
理
』
的
立
場
(
同
上
)
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
両
者
が
「
ほ
と
ん

ど
別
個
の
領
域
な
し
て
い
る
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
で
領
域
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
朱
喜
自
身
の

な
か
で
は
ど
の
よ
う
に
統
一
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
章
『
周
易
参
同
契
考
異
』
の
考
察

こ
の
第
二
章
に
つ
い
て
は
、
「
本
章
で
は
、
朱
嘉
が
道
教
経
典
た
る
『
参
同
契
』
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
を
見
て
き
た
。

晩
年
、
多
く
の
著
述
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
、
ま
た
党
禁
か
ら
の
名
誉
回
復
を
見
届
け
る
た
め
に
、
朱
喜
…
は
衰
病
か
ら
の
回
復
を
希
求
し
、

『
参
同
契
』
に
注
目
し
て
、
察
元
定
・
察
淵
と
と
も
に
そ
の
校
勘
注
解
に
と
り
く
ん
だ
。
朱
書
が
同
書
の
内
丹
思
想
を
十
分
に
は
把
握
で

き
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
そ
の
象
数
易
理
論
に
つ
い
て
は
明
確
な
理
解
を
も
ち
、
さ
ら
に
『
参
同
契
』
を
越
え
る
理
論
ま
で
示
し
て
い
た
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こ
と
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
」
(
本
書
、
三
一

O
頁
)
と
し
て
お
ら
れ
る
の
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
内
容
の
要
約
と
し
た
い
。
朱

嘉
の
象
数
易
学
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
評
者
に
と
っ
て
は
有
益
な
内
容
で
あ
っ
た
。

(
『
朱
子
学
の
新
研
究
』
二

O
O四
年
、
平
成
一
六
年
九
月
一
五
日
発
行
。
創
丈
杜
)

〔注〕(
1
)
『
中
国
哲
学
論
集
』
第
お
号
(
九
州
大
学
中
国
哲
学
研
究
会
、

二
O
O
九
年
、
平
成
計
年
口
月
)

(
2
)
『
宋
明
時
代
儒
思
想
の
研
究
』
広
池
学
園
出
版
部
、

一
九
六
二
年
、
昭
和
幻
年
)

0

(
3
)
初
出
は
、
「
物
の
生
滅
に
関
す
る
張
・
程
二
子
の
意
見
」
『
東
京
支
那
学
報
』
第
一
六
号
、

一
九
七
一
年
、
昭
和
嶋
年
)
、
『
朱
子
哲
学
論
考
』
所

収
、
汲
古
書
院
、

一
九
八
五
年
、
昭
和
削
年
。

(
4
)
初
出
は
、
「
道
学
に
お
け
る
仏
教
批
判
の
一
側
面
死
の
問
題
を
中
心
と
し
て
」
(
『
平
川
彰
博
士
古
稀
記
念
論
集

一
九
八
五
年
、
昭
和
削
年
)
。
な
お
程
傾
の
真
元
の
気
と
気
の
新
生
に
つ
い
て
は
、
「
程
顎
と
程
願
に
お
け
る
気
の
概
念
」
(
『
気
の
思
想

仏
教
思
想
の
諸
問
題
』

春
秋
社
、

中
国
に
お
け
る
自
然
観
と
人
間
観
の
展
開
』
東
京
大
学
出
版
会

一
九
七
八
年
、
昭
和
田
年
)
。
い
ず
れ
も
『
道
学
の
形
成
』
所
収
、
創
文

社
、
二

O
O
二
年
、
平
成
日
年
。

(
5
)
初
出
は
、
「
朱
子
鬼
神
論
の
輪
『
郭
」
(
『
神
観
念
の
比
較
文
化
論
的
研
究
』
、
東
北
大
学
文
学
部
日
本
文
化
研
究
所
編
、
講
談
社
、

一
九
八
五
年
、
昭
和

ω年
)
。
両
者
を
一
本

一
九
八
一
年
、

昭
和
同
年
)
、
「
栄
子
鬼
神
論
補
」
(
『
人
文
研
究
』
第
三
七
巻
第
三
分
冊
、
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
、

化
し
て
『
朱
子
と
気
と
身
体
』
所
収
、
平
凡
社
、

一
九
九
七
年
、
平
成
9
年。

(
6
)
初
出
は
、
「
朱
烹
祭
杷
感
格
説
に
お
け
る
『
理
』
」
(
『
東
北
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
六

O
号、

一
九
九
六
年
、
平
成
8
年
)
。
『
朱
烹
門
人
集
団
形

成
の
研
究
』
所
収
、
創
文
社
、
二

O
O
二
年
、
平
成
U
年。

(
7
)
山
田
慶
児
氏
『
朱
子
の
自
然
学
』
(
岩
波
書
底
、

一
九
七
八
年
、
昭
和
田
年
)
の
「
E
九
九
ノ¥

年

昭
和
41 
年

土
田
健
次
郎
氏
"'=;] 

道(1)
泣4
子ー

の

宇
宙
論

3 

自
然
史
的
・
体
系
的
分
析

気
の
存
在
」
八
六
頁
(
初
出
は
、
「
朱
子
の
宇
宙
論
」
『
東
方
学
報
』
京
都
第
三
七
冊
、

形
成
』
の
「
第
五
章

道
学
と
仏
教
・
道
教

第
四
節

二
程
の
気
論
と
道
教

程
願
」
三
一
四
、
三
一
五
頁
(
初
出
は
、
「
程
穎
と
程
願



(
8
)

木
下
鉄
矢
氏
『
朱
烹
再
読
』
(
研
文
出
版
、

に
お
け
る
気
の
概
念
」
『
気
の
思
想
|
中
国
に
お
け
る
自
然
観
と
人
間
観
の
展
開
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
八
年
、
昭
和
日
年
)
。

一
九
九
九
年
、
平
成
日
年
)
六
四
頁
。
初
出
は
、
「
朱
烹
の
存
在
理
解
に
つ
い
て
山
鏡
・
光
及
び

魂
暁
」
(
『
岡
山
大
学
文
学
部
紀
要
』
同

(
9
)
「
喪
祭
之
礼
、
是
因
其
遺
体
之
在
此
、
市
致
其
愛
敬
以
存
之
」
(
向
上
『
朱
子
文
集
』
四
四
四
五
頁
)

一
九
九
二
年
、
平
成
4
年
)

0


